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. nec cythαrαcαrentem 
??
i. . .琴を取り去られずにすみますように」。
この一旬は周知!の通 i、ミシェル ・エイケム ・ド・モンテーニュ(1533--
92) rエセ-J全三在民略立 (3:13i経験についてJ)の最後に古かれたらの
である。 !:1典はラテンの詩人ホラティウスの『カルミナ..n1: 31: 20であり
引J1された 4行全部をかかげれば次のようになる 1)。
レトの子とは、 音楽と詩の利iであるアポロンである。モンテーニュは、 I~I








て (plu& tendrement) Jとは、 すなわちホラァィウスを供用 してIJ託に小され
Fna paratzちetvalido mzhi. 
Latoe， dones. et.ρrecor. integra 
Cum mente. nec tuゅemsenectam 



























































ソクラテスは、モンテーニュにと って 「師のrfJの師」と いうへき人てあ っ
た (3:13)。その引用は 『エセー』の Aのテクストにおいて 16刷、 Bては
























































て、 :lf~JUJの け には、 それまでよりもさらにひときわ、秋いよ44守
? ?????
. nec cythara carentem -71 -
* * 
『バイトンJを使用して詩の効果 を Ed長した一例として ここでラ ・フォ ン
テーヌ (1621-.，95)r寓話』の序文を思いjiそう。ラ ・フォンテーヌは 1668
{Iの 1H本寓話選の山版に先丘って、あらかじめ幾篇かのrl作の民話詩を心
吋りの人々に見せて感怨を求めていたらしし、。人々はおおむね好忠的な受け
とめんをぶしてくれたが、 なかにひとり雌弁術の大家一一弁護 f:てあ ったオ
リヴィエ ・バトリュとされる ー か寓話をJの形に編むという企てには佼ふ
をみさなかった。詩の拘束を加えることによって、簡潔さを旨とする 「物語
の魂 がそこなわれるのではないかというぷ凡であった。詩人はこれに対し







































































の彩物関係の傑'系・は別の機会 lこ I~ りたいが、 Jij典主義時代のJ人たちが校範
と仰いだホラティウスのテクストを通じ、またフラトン、フルタルコスなと



















とたび取り七げた課題ではあるが12)、次の fハンセj断章L.96 (B. 329) 
をもうー皮源流に立ちかえって再考察してみることに限定したい。
諸事実の理由一一人間の弱さか、世の中にあれこれと作り出される美の原因. . . . . 
[をなしている〕である。たとえば、リュートを 〔ひかないこと]上手にひく こと
• • • • 
も、ただわたしたちの泌さのためにのみ、悪なのであるω。
































nec cythara carentem -75 
ζとを巧えている。;ifであるとはどういうことか、人間であるとはどう いうこと
か、考えようとしない 15)。
この断章は、未分煩綴り知 24集に属する ，知 24!lは、 t'123-31 !Jミとし
て一指されている 「さまさまなノマンセ (Pcnseesdivcrses) Jにあ って、 rl，]じ
集のrfJにはそれこそ樽々雑多な内作'を含んだ断立か、 とりあえずとい っ た ]r~




















とごろて、 リュート (luth)は近代のヨーロソハでは音集家 ・詩人が不口J






























ポール ・ロワイヤル=ジャンセニ λトの部境と!&したことに仁、 ζ、唯一の
ねくとはならぬものにとっ lて余!?i-で、不必ぜなものにもtL、
。~Jな盛掛 lをとるにい ?:ったこと i
Jレ・t:JワイヤJレ修道院の険会でl









，ょに求められた。 [1~tl 1) 1'然的ttUIす t
がl~J祈 りとなるように、飾りとして
コン トロー J -・'
b ~' Lた。『パンセj にあらわれている芸術観I.t、人ltli的にはす " (" I主党のt大吋!
に fi'~える い っさ い lを1JI : しようとする 1 1R1立 ê2 -l~ していたと い ってよ い
n世i愉 U. ，~1 0 ) などもあわせて考えて









. nec c_vthara carentC?nl - 77 
しようとするのか。
断立L.96は、あくまでその文脈、すなわち 「諸事メJの朗!r:1: Jのぷの枠組
内において解釈されねはならなし、。「諮-ゃχのHHIt 1(Raison dcs cffct心Jと
は、 「人 li;j の外的な諸行為のより淡い説!リ~JJ (マントワ)であって19¥このJ;'fで








思し、J(し. 90， 91)、 fiのうしろの思いJ(L. 797)による 一時的1必定にす
ぎなし、。こうして、この I諸事実のL'E1.'8 Jをもととして、ここでは外lfIiI'I~J な
~いによって人間をJt別すること CL. 80)も、服誌や持ち物を人IHj判断の必
準にすること (L.89)も、正義の代りにノjに服従すること (L.81， 85， 88 

















































. nec cylhara carentern -79 
て臼分の好きな音楽家たちについて諮 っ たとき、佼久はべートーグ ~(.ンや
ヴァグナーよりも、バッノ¥モーツアルト、グレゴリオ史;IKなどをえ らび
何よりとくにモンテヴェルディ の名をあげて、千"jTti大のさまを示 したとい






川きもののI1: 1 に見えるものとして、 (ゆ将釈《叩~Iυ爪1
に実ありて、しかも悲しひをそふる」のiP14-を引いていたことをj泣い山して
おこう。
そして次に、彼久のマルセイユ n !Yf~の友人ギュスターグ ・ ティボンが紛え








しかしながら人斗.は短く 、 人々の 協ノjを行ることも、総r~ tí を見つけることもむ
ずかしく 、これは'丈現不JlJ能な仕事で・ある。といって、この{1:'!Jt'こ下をつけない
でよいJ!Hr11にはな らない。わたしたちはみな、 JLj)で殺されるのを待ちながり
照容 (Iyrc)をひく繰宵をしていたソクラテスとよく似た境過におかれている .. . 
ともかくも、よ く生きたといえるように.
『カイエJtf'1 2巻からのづIJlとされる )1941 { I ~か ら 42 1. r -:にかけ、すなわ
ち、マルセイユ時代の後期、シモーヌ ・ヴェイユは、しきりとフラトンをt沈
み I~! していた。刻行『カイエjJ 1-..2冶にかけ、『テ ィマイオスJ~テア イァト























ようにと 0 ・・・neccyt hara caren tem. 
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